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土曜日　12日 日曜日　13日
1100::3300 姉鼓まち

1100::5500 （和太鼓）

1111::0000 1111::0000 フォークダンスかるがも

1111::2200 （フォークダンス）

1111::3300 ダンスアーツ

1111::5500 （バレエ・ダンス）
1122::0000

1133::0000 1133::0000 たま皷響会

1133::2200 （和太鼓）

1133::3300 JEWELOVERS

1133::5500 （チアダンス）

1144::0000 オープニング 1144::0000 ゴスペルクワイヤGoAL

せいせき鼓桜 1144::2200 （女性コーラス）
1144::2200

1144::4400 1144::3300 フォーハンズ

1144::5500 （ピアノ連弾）
1144::5500 吟詠吟舞鴻水流

1155::1100 （詩吟と舞）

1155::2200 JIEJIES

1155::4400 （男性コーラス）

1155::5500 Ka Hiwahiwa Na Pua

1166::1100 (フラダンス）

スポーツ吹き矢クラブ

（スポーツ吹き矢）

※※会会議議室室１１・・２２※※

開会あいさつ

ホホーールルププロロググララムム（除12日午前）

プログラムは事前連絡なし
に、変更の可能性があります
ことをご了承願います。

み
ん
な
で
盛
り
上
が
ろ
う
「
か
る
が
も
館
ま
つ
り
」

3
年
ぶ
り
に
「
か
る
が
も
館
ま
つ
り
」
を
実
施
致
し

ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
を
取
っ
た

上
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
3
組
の
和
太
鼓
の
演
奏
・
演
技
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
ご
来
場
者
様
は
こ
の
迫
力
を
全
身
で

受
け
止
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
歌
に
ダ
ン
ス

と
か
る
が
も
館
に
於
け
る
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。

か
る
が
も
館
ま
つ
り
は
今
年
で
3
回
目
と
ま
だ
ま
だ

ひ
よ
こ
の
状
況
で
す
。
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
多
く
の
ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

皆
様
と
共
に
盛
り
上
が
れ
る「
か
る
が
も
館
ま
つ
り
」

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
る
が
も
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

アクセス 中和田下車
聖蹟桜ヶ丘駅　1番乗り場よりすべての路線
　南大沢駅行き 桜 80、由木折返場行き 桜 83
　相模原駅行き 桜 84、京王堀之内行き 桜 88
　高幡不動駅行き 高 22・高 27
聖蹟桜ヶ丘駅　2番乗り場
　帝京大学構内行き 桜 87
多摩センター駅　4番乗り場
　帝京大学構内行き 多 16

 ※公共交通機関をご利用ください※

サンドラッグに絶対車をサンドラッグに絶対車を
　止めないように！　止めないように！
自転車などの人は係員の自転車などの人は係員の
　指示に従うように！　指示に従うように！
コロナ感染防止のためコロナ感染防止のため
　検温にご協力下さい　検温にご協力下さい
ごみはお持ち帰り下さいごみはお持ち帰り下さい

駐車場は駐車場は
ありませんありません

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
イ
ベ
ン
ト

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
イ
ベ
ン
ト

お
も
ち
ゃ
病
院

日
時
：
11
月
13
日
（
日
）
10
：
00
～
16
：
00

修
理
対
象
：
お
も
ち
ゃ
・
家
庭
小
物

修
理
代
金
：
原
則
無
料　

た
だ
し
、
部
品
実
費

家
庭
小
物
：
寄
付
金
と
し
て
５
０
０
円

入
院
：
そ
の
場
で
直
ら
な
い
も
の

※
修
理
で
き
る
か
ど
う
か
、
費
用
な
ど
ド
ク

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

協
力
：
お
も
ち
ゃ
病
院
ｋ
ｅ
ｂ
ｏ

ひ
な
の
会
（
よ
み
き
か
せ
）

11
月
12
日
（
土
）
14
：
00

11
月
13
日
（
日
）
11
：
00
・
13
：
30

い
ず
れ
も
一
回
30
分
程
度

ロ
ビ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

ロ
ビ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

絵
は
が
き
展
示

日
時
：
11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

折
り
紙
・
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
つ
く
り

日
時
：
11
月
12
日
（
土
）
13
：
00
～
14
：
00

こ
ど
も
遊
び
（
お
魚
釣
り
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
１
３
０
団

日
時
：
11
月
13
日
（
日
）
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フ
ォ
ー
ハ
ン
ズ

フ
ォ
ー
ハ
ン
ズ

私
た
ち
は
多
摩
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
ピ

ア
ノ
連
弾
サ
ー
ク
ル
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
やJAZZ

、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ

ン
バ
ー
に
加
え
て
、
そ
の
時
に
流
行
っ
た

ポ
ッ
プ
ス
、
歌
謡
曲
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

吟
詠
吟
舞
鴻
水
流

吟
詠
吟
舞
鴻
水
流

漢
詩
、
和
歌
な
ど
を
朗
詠
す
る
こ
と
及
び
そ

れ
に
合
わ
せ
て
舞
う
こ
と
を
本
分
と
し
て
稽

古
に
励
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

詩
吟
と
い
う
と
固
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が

ち
で
す
が
、
当
流
派
で
は
洋
楽
伴
奏
（
カ
ラ

オ
ケ
）
で
の
歌
謡
や
民
謡
と
漢
詩
を
組
み
合

わ
せ
た

演
目
に

も
チ
ャ

レ
ン
ジ

し
て
お

り
、

日

舞
・

藤

間
流
の

流
れ
を

汲
む
舞

と
共
に

お
楽
し

み
頂
き

た
い
と

思
い
ま

す
。

姉
鼓
ま
ち

姉
鼓
ま
ち

私
た
ち
は
幼
稚
園
繋
が
り
の
マ
マ
さ
ん
和
太

鼓
集
団
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
月
２
回
の
ん
び
り
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
子
育
て
真
っ
最
中
で
、
良
い

運
動
、
及
び
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
か
ら
迫
力
の
あ
る
曲
ま
で

色
々
挑
戦
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
は
年
齢
・
性
別

を
問
わ
ず
楽
し
め
る
安
全
な
健
康
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
吹
矢
式
呼
吸
法
に
よ
り
、
肩
こ
り
の

改
善
、
免
疫
力
を
高
め
る
と
共
に
、
精
神
力

と
集
中
力
を
高
め
ま
す
。
様
々
な
世
代
と
の

ふ
れ
あ
い
や
な
か
ま
づ
く
り
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
か
る
が
も

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
か
る
が
も

世
界
の
美
し
い
曲
に
の
り
楽
し
く
踊
っ
て

い
ま
す
♬
笑
顔
が
一
杯
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

是
非
、
私
た
ち

の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
見
学
に

ホ
ー
ル
ま

で
足
を
お

運
び
頂
け

れ
ば
嬉
し

い
限
り
で

す
。
そ
し
て

美
し

い
音

楽

に
合
わ
せ
て

一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん

か
！

Ｊ
Ｉ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

Ｊ
Ｉ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

そ
の
名
の
通
り
87
歳
、81
歳
、80

歳
、79
歳
、

75
歳
、
74
歳
、
67
歳
と
、
押
し
も
押
さ
れ
も

せ
ぬ
”
爺
さ
ん
”
グ
ル
ー
プ
。

多
摩
地
域
で
50
年
歌
い
続
け
て
い
る
「
多

摩
男
声
合
唱
団
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り

ま
す
。
持
ち
歌
は
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
」

や
「
宗
教
曲
」
か
ら
「
演
歌
」
ま
で
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
！ 

”
歌
え
ば
命
の
泉
沸
く
”

を
合
言
葉
に
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

も
。
歌

い
手
も
聞
き

手
も

元
気
に
な

れ

る「
老
々

相
互
扶

助
」
が

功

を

奏

し

て

か
、

ご
好
評

を
い
た
だ

い

て
お
り
ま

す
。

ホ
ー
ル
出
演
団
体
の
ご
案
内
（
順
不
同
）　　
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

  

〒
２
０
６
・
０
０
０
１　

多
摩
市
和
田
２
０
０
６
番
地
４　

電
話
：
０
４
２
（
３
７
２
）
７
５
７
５

せ
い
せ
き
鼓
桜

せ
い
せ
き
鼓
桜

２
０
０
６
年
、
聖
蹟
桜
ヶ
丘
地
域
を
拠
点
に

演
奏
活
動
を
開
始
。
全
国
に
伝
わ
る
郷
土
芸

能
や
創
作
曲
に
取
組
み
、
自
主
公
演
を
は
じ

め
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
の
ほ

か
、
和
太
鼓
の
普
及
活
動
も
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
る
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
約
40
人
。
今
後
も
多
く
の

人
た
ち
と
太
鼓
を
通
じ
て
つ
な
が
り
、
地
域

が
元
気
に
な
る
よ
う
な
活
気
に
満
ち
た
演
奏

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

こ
ん
に
ち
は
。

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

JEW
ELO

VERS

（
ジ
ュ
エ
ラ
バ
ー
ズ
）で
す
。

多
摩
市
を
拠
点
に
活
動
し
、
バ
ト
ン
・
ポ
ン

ポ
ン
・
フ
ラ
ッ
グ
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
Ｇ
ｏ
Ａ
Ｌ

Ｇ
ｏ
Ａ
Ｌ

歌
う
こ
と
が

好
き
な
仲
間

が
集
ま
っ
て

２
０
１
１
年
か

ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

子
供
く
じ
引
き

子
供
く
じ
引
き

　

11
月
12
日
（
土
）
13
：
00
～
15
：
00

　

11
月
13
日
（
日
）
10
：
30
～
12
：
00

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
～
15
：
00

　
場
所
：
正
面
玄
関
横

　
※
賞
品
が
な
く
な
り
次
第
終
わ
り
ま
す
。

た
ま
皷
響
会

た
ま
皷
響
会

迫
力
あ
る
演

奏
を
、
是
非

会
場
で
体
感

し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ダ
ン
ス
ア
ー
ツ

ダ
ン
ス
ア
ー
ツ

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
バ
レ
エ
や
ダ
ン
ス

で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
！

Ka Hiw
ahiw

a Na Pua
Ka Hiw

ahiw
a Na Pua

私
た
ちKa H

iw
ahiw

a N
a Pua

は
古
典
フ

ラ
か
ら
現
代
フ
ラ
ま
で
楽
し
く
正
し
く
レ
ッ

ス
ン
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
は
自
然
、
家
族
、

神
、
王
等
へ
の
感
謝
や
愛
、
尊
敬
等
の
気
持

ち
を
歌
に
し
体
で
表
現
す
る
踊
り
で
す
。
見

て
く
だ
さ
る
方
に
伝
え
ら
れ
る
フ
ラ
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
！


